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２０２３年１２月ＮＨＫ近畿地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ近畿地方放送番組審議会は、２０日(水)、ＮＨＫ大阪放送局（ウェブ・

対面開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、事前に視聴してもらった、「せーの！で編集してみたら」を含め、放送番組

一般について活発に意見の交換を行った。最後に、視聴者意向報告と放送番組モニター

報告、１月の番組編成の説明が行われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 笹岡 隆甫（華道 未生流笹岡 三代家元） 

副委員長 徳永 恭子（(株)神戸新聞社 経営企画局長 兼 資産活用室長） 

委  員 安達 えみ（合同会社 榧 代表） 

  岩朝 しのぶ（特定非営利活動法人 日本こども支援協会 代表理事） 

  井上 信太郎（(株)善兵衛 代表取締役） 

太田 達（立命館大学特別招聘教授・工学博士） 

佐藤 祐子（(株）国華荘 びわ湖花街道 代表取締役社長) 

藤本 真一 （ＮＰＯ法人阪神淡路大震災１．１７希望の灯り 代表理事） 

前川 卓也（大阪大学大学院 情報科学研究科 准教授） 

 

（主な発言） 

 

＜「せーの！で編集してみたら」 

（１１月２７日（月）総合 後７：５７～８：４２（近畿ブロック）について＞ 

 

〇 ＮＨＫだからこそできる斬新な切り口の番組だった。編集には個々のセンスが

出るため、４人のクリエイターが作った映像作品自体は面白かったが、編集とい

う地味な作業工程を番組として構成することには難しさもあると感じた。ただ、

クリエイターや職人の技を見せるような番組は面白いと思うので、これからも制

作してほしい。 

 

〇 ４人のクリエイターそれぞれの考え方や編集手法を見ることができて面白かっ
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た。一方で、具体的にどのような編集ツールを使っているかなどの情報が少なく、

これから編集をやってみたいという人が参考にできる部分は少なかったように思

う。クリエイターとして出演していたテレビディレクター津野充さんの「テレビ

は焦らなくてよいのではないか」という言葉には共感した。情報が偏らず流れて

くることや間や過程を大切にすることなどテレビでないとくみ取ることのできな

いものがあり、ドキュメンタリーなど、ＮＨＫはクオリティーの高い番組を世の

中に提供してほしい。 

 

〇 タイトルやホームページを見て、これから動画編集を始めたい人たちに手法を

レクチャーするような内容をイメージしたが、実際にはプロのクリエイターたち

の仕事を見せるような番組だった。素人に学んでほしかったのか、プロの仕事を

見せたかったのか、タイトルと内容の兼ね合いが中途半端で、番組の意図がよく

分からなかった。 

 

〇 番組を見た大学生にも感想を聞いたが、好評意見が多く見られた。４人のクリ

エイターの作品いずれにも見どころがあり非常に面白く、実験的かつ冒険的でテ

レビというメディア産業とクリエイター産業の将来性を感じる番組だった。 

 

〇 編集する元の映像は、お笑い芸人のたわいもない日常だったが、４人のクリエ

イターたちの考え方、アイディア、着眼点が非常に面白く、アニメーションやク

イズ形式など多様な作品に作られていく過程はたくみが伝統工芸品を作る様子を

見るような気持ちで視聴した。 

 

〇 映像編集という個人のスキルを客観的に伝える挑戦的なよい番組だと感じた。

映像は、今の世の中において一番身近な表現ツールと言っても過言ではなく、Ｅ

テレで映像編集を教える番組があってもよいと感じる。この番組では、４人のク

リエイターが共通の素材を使って自由なテーマで作品を作っていたが、もう少し

テーマやジャンルを統一した方が、かえって映像表現の多様性や繊細さが伝わっ

てきたのではないかと思う。 

 

〇 ４人のクリエイターたちの作品が全く異なる観点から作られており非常に感心

した。一方で、どの作品もエッジが効き過ぎており、一般の視聴者が動画編集に

ついて学べる要素は少なかったように思う。番組の中でＮＨＫクリエイティブ・
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ライブラリーという映像素材を提供するサービスが紹介されており、今度利用し

てみたいと感じた。 

 

〇 “編集”というのは、今の時代のキーワードだと思いながら視聴した。ある素材の

中から情報を取捨選択して、一定のメッセージを忍ばせる過程で、同じ素材でも編

集者によって切り取るところも仕立ても全く違ってくる。最後に紹介された現役京

大生クリエイターの作品テーマが“誤解”だった点は、ともすればフェイク動画など

も想起させ、今の時代に考えさせられる番組だと感じた。 

 

〇 短い動画を見るだけならＳＮＳでよいが、テレビはその背景にある物語を伝え

るものだという点が非常に興味深く、よさだと感じた。スマホで動画を見る機会

が増えているが、家族で一緒にテレビを見て会話が生まれるという、昭和の時代

には当たり前だったものを取り戻す時代なのかもしれない。家族やみんなでテレ

ビを見て世代に共通の話題を作るのが、連続テレビ小説や大河ドラマなどＮＨＫ

の番組の役割ではないかと感じる。そういうキャンペーンをしても面白いのでは

ないかと思う。 

 

〇 幅広い世代が楽しむことができるキャスティングで、多様なクリエイターの編集

の技や感性を楽しむことができた。動画編集に興味のある人に意味のある気づきを

与えるだけでなく、現在ＡＩが可能としている編集という領域で、このように多様

な表現ができるということを感じさせられた。物事の捉え方によって、これだけの

可能性が拡大するという点が面白かった。 

 

 

(ＮＨＫ側)  

   挑戦的という言葉をいただいたとおり、これまでにやったことのない

ような試みで、非常に悩みながら番組を制作した。映像編集がテーマだっ

たため、番組自体の編集についても力を入れ、クリエイター４人の動画を

どの順番で見てもらうかという構成も最後まで熟考を重ねた。番組セット

はコンピューターグラフィックスで合成しており、最新の技術により斬新

さを持たせつつリーズナブルに仕上げられた。インターネットなどさまざ

まなメディアが先を行っている潮流の中にあるが、テレビはテレビで焦ら

なくてもよいというメッセージに力をいただいた。 
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 (ＮＨＫ側)  

  テレビを見ない人にも触れてもらえるよう、放送後にインターネットで

話題になりＮＨＫプラスでも見てもらえるような番組を目指した。放送前

のＳＮＳでのＰＲ戦略をもう少し綿密に立てられたらよかったと感じて

いる。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

〇 最終回を迎えた大河ドラマ「どうする家康」は脚本が面白く、「歴史探偵」など他

の番組ともうまく連携し、これまであまり知られていなかった家康像を掘り起こし

明らかにした点が素晴らしかった。 

 ただ、「歴史探偵」を見ていると、１回の放送に盛り込む内容が多すぎると感じる。

大勢の専門家が出演して解説しているが、数を減らして内容をひとつひとつもっと

丁寧に伝えたほうがよいのではないか。 

  

〇 １２月７日（木）のえぇトコ「祈りの山を支える名水の里〜奈良 天川村〜」を

見た。タイトルのとおり、生活や信仰・食に水が大切に使われておりテーマが一

貫していたのは見事だった。ただ温泉の入浴シーンで、女性タレントが出てくる

ような期待をあおりながら、実際は男性タレントが出てくるという演出があり、

今どき、お色気シーンを想起させる演出は不要だと感じた。民放の旅番組との差

別化を考えると、テーマ性であったり、どこまで地域資源を掘り下げられるかで

あったりという点がＮＨＫならではのよさだと思うので、丁寧な取材を生かした

番組作りに今後も期待する。 

 

〇 １２月７日（木）の「Ｗhat’s 買人（かいんど）？」（午後 7:57～8:42 近畿ブ

ロック）を見た。消防車や信号機など、珍しい物を買った人に迫る番組で、関西

人ならではの面白さが描かれていて好感を持った。 

一方、１２月１５日（金）のかんさい熱視線「若い世代が離れていく・・・ 〜観

光都市・京都の行方〜」は、タイトルに合わせた結論ありきの取材がなされてい

る印象を受けた。京都市からの若い世代の流出をオーバーツーリズムが原因と結

論づけるにはエビデンスが足りないと感じた。 

 また、ＮＨＫプラスをよく利用しているが、ジャンルやプレイリストが増え過

ぎていて、目当ての番組が探しにくくなっている。 
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(ＮＨＫ側)  

  元々は、オーバーツーリズムにより京都の街が住みづらくなっていると

いうテーマで取材をしていたが、その中で、若い世代の流出の動きが大きい

ということが分かってきたので、そちらに重点が移っていった。指摘いただ

いたとおり、タイトルを先に見てから番組を見ると、結論ありきの印象を与

えてしまったかもしれない。今回のご意見は今後の番組制作に生かしてい

きたい。 

 

〇 １２月８日（金）かんさい熱視線「あるタカラジェンヌの死 宝塚歌劇団で何

が・・・」を見た。現役劇団員も出演していたが、取材を受けた側も制作側も勇

気が必要な踏み込んだ内容だった。パワハラの問題をセンセーショナルに取り上

げるのではなく、組織や経営の本質的、構造的な問題を伝えており、再生への道

を歩む後押しをする番組だったと思う。宝塚にはファンも多く、地域の財産でも

あるので、今後も継続して取り上げてほしい。 

 

(ＮＨＫ側)  

  100年を超えてファンに夢を与えてきた宝塚に何が起きたのか、限られた

時間の中で取材を尽くして放送した。遺族側と劇団側との見解が異なって

いる中、実態に迫るため、現役劇団員の方々にはぎりぎりまで取材交渉を重

ねた。難度の高い取材だったが、いろいろな関係者の声を重層的に盛り込ん

で報じられたと思う。このニュースについては引き続き重点的に取り上げ

報じていきたい。 

 

〇 １２月１５日（金）の「激突！合戦将棋 姉川の戦い」（総合 後 10:45～11:14 

近畿ブロック）を見た。楽しく見られたが、勝敗が決した後の番組終盤がどうし

てもしんみりしてしまうので、後味良くすっきり終わらせられる演出方法があれ

ばよいと感じた。また１作目と違い、地元の名産品が出てくるおやつタイムがな

かったのは残念だった。 

 

〇 「激突！合戦将棋 姉川の戦い」を見た。大津局が精力的にＰＲをしており、

当日の「おうみ発６３０」には番組を担当したディレクターが出演して熱く語っ

ていて好感が持てた。戦術に特化した構成やわかりやすさで将棋や歴史が苦手な

視聴者でも面白く見ることができると思う。次の大河ドラマ「光る君へ」に出演
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する玉置玲央さんをキャスティングしたこともＮＨＫらしい工夫でよかった。 

 また、大河ドラマ どうする家康「（４８）神の君へ」（総合 後 8:00～8:57）

には思わず涙した。家康が望んだ平和な世の中への思いを、今の時代を生きるわ

れわれがくみ取って生きているのだろうかということを考えさせられた。次の大

河ドラマ「光る君へ」にも期待している。 

 

 (ＮＨＫ側)  

  今回は織田信長のキャラクターを際立たせるため、おやつではなくワ

インにしてみた。この番組フォーマットは「歴史探偵」などほかの番組でも

生かせるのではないかと思っている。 

 

 (ＮＨＫ側)  

  第１弾はもともと、大津局の県域放送番組として始まり、近畿ブロック向

けの放送を経て全国放送になった。今回は、最初から近畿ブロック向けに放

送し、大みそかには第１弾とあわせて全国向けに放送される。 

 

〇  １２月９日（土）の地球ドラマチック「ルーブル美術館 ８００年の秘密に迫

る」を見た。地球ドラマチックは、野生動物や恐竜などがテーマの番組だと思っ

ていたが、今回はルーブル美術館の建物の歴史が丁寧に解説されており、非常に

見応えがあった。日本人建築家が設計したニューヨーク近代美術館などもぜひま

た取り上げてほしい。 

 

〇 １２月１８日（月）の夏井いつきのよみ旅！「選ｉｎ鳥取 前編」を見た。俳

句を作った地域の人々にまずは焦点を当て、話を聞いていく中でその背景にある

地域性が見えてくるような番組の作りがとてもよかった。 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ大阪放送局 

番組審議会事務局 


